






























































































































































































　〔現代語訳〕雲門が拄杖を衆僧に示していった、 「この拄杖は竜と化して、天地を呑みこんでしまった。 （お前たちは）山河大地をどこから手 いれるのだ」 。
評唱






　〔現代語訳〕雲門は「この拄杖は竜と化して、天地を呑みこんでしまった。山河大地をどこから手にいれるのだ」といったが、 （その山河大地が）あるといえばめくら、ないといえば死んでいる 雲門の教 のやり方を見たか。わしに拄杖をよこせ。 （中略）古人が言った、 「一塵が起こるや、大地が完全に収まる」と。さて、
一二
これはいかなる一塵なのか。この一塵を理解すれば、すぐさま拄杖を理解することができよう。拄杖をつまみあげるや、自在のはたらきを見るだろう。このような話も、はや文字言説にとらわれている。拄杖が竜と化すに至っては おさらだ。 （中略）雲門は常に、拄杖について話題に取りあげ、禅機の大 なるはたらきをもって生き生きと人を教導した
 芭蕉は僧衆に示して、 「禅坊主たる所以は、すべて拄杖の上に












































































































































悟りは無いと悟り澄ました者からはそれを剥ぎ取るという、有無のレトリックによる悟りの問い直しであることに着目するならば、狂言「拄杖」における亭主と僧との問答が同じ構図を持っていることに気付かされる。つまり、公案「如何是白木拄杖」を仕掛けた亭主に対して、 「漆無ければゑ塗らずして」と答えて鼻を撫でる動作に、 「 （無ければ塗ることはできぬが）おまえの鼻に脂があ のならば、さらに上塗りをし やろう」と う解釈が可能となる。　
そう考える理由は、鼻を撫でられた時に亭主が言った言葉「はな塗りまで致いた」にある。 「はな」には「鼻」




































































































































めた末に、残された親族もまた再会した出家者に導かれて出家す 狂言「呂蓮」 「拄杖」 、和泉流番外曲「三人僧」に共通する 妻の反対によって還俗する筋立ては、こうした高僧伝や物狂能における「模範的」な出家譚のパロディと見なし得る。これらの狂言においては、仏教 とって最も悟りから遠いが故に救われるべき存在であるはずの妻は、無常と出家の功徳 説く夫 、 「後生も何も要らぬ」と断言して憚らない。後生の存在など鼻から信じていない現世主義者として 妻 造型は、愚身を救うべく来世を願う「模範的」女性像の裏返しである。　
なお、この後半部が拠ったとされる「呂蓮」は、次のような狂言である。──旅僧の教化説法を聞いて出家剃
髪した亭主が、旅僧に法名を付けてもらう と 申し出るが、無学な僧は「蓮」 文字の上に「いろは」を順に付けて提案し、 「呂蓮」と命 する。そこに が現れ、これを覆し、妻は僧を追込む。── 呂蓮」にお ては、妻に加えて旅僧の造型もまた、救われぬ霊を成仏させる能の「模範的な」旅僧のパロディーと 造型されている。　
前述のように狂言「拄杖」の前半部において亭主は、第二の問い「その拄杖折つての後はさていかに」に対す




















持つ「をかし」を見てきたが、この作品に仕組まれた「をかし」は、禅における拄杖の扱い、具体的には『無門関』第四四則「芭蕉拄杖」の知識の上に成り立っている。狂言「呂蓮」と重複する後半部につ ては、第二の問い「その拄杖折つての後はさ 如何に（拄杖が折れたら、どうするか） の答え「一念はつぐも二念はつがじ」を聞 て出家を志した亭主のお粗末な結末として、この作品における整合性は持っているが、全体 分量配分を考えると、些か長い印象 持つ。前半部 的な構成に対して、後半は視覚的な面白さに負うところが多いことからも、後半部を「呂蓮」の流用とみる稲田氏 見解は首肯されるが、それは必ず も「拄杖」の新しさを決定するものではないであろう。 「模範的」な出家譚 枠組みを持つ能を戯画化し 出家狂言のパターン 嚆矢がいつかという問題 保留せざるを得ないが、 「拄杖」の前半部 「をかし」が理解不能となった時点で、既存の出家狂言のパターンが取り入れられ、情強な妻と自己保身に走る小心者の夫とのドタバタ劇の部分が肥大化しいった可能性も残る。　
狂言「八句連歌」は、雅に遊ぶ「やさし」が俗の世界である借金返済の難題を見事に解決して大団円を迎え
る、 「をかし」く「やさし」き作品であった。恐らくこの作品は、連歌 式目や連歌的表現に通じた者が 語遊戯を仕組んで作 ものと思われる。狂言「拄杖」 作者にも 言葉の意味 聖俗 二重性を用いた言語遊戯に興じ、公案の知識を持って、これを自在に操 遊ぶこと できた知識層を同じく想定しておきたい。
狂言「拄杖」と『無門関』第四四則「芭蕉拄杖」
二三
〔注〕①「無錫華蔵致果毅禅師」 （ 『大日本続蔵経』 ）②日本思想大系『道元
　
下』 （岩波書店、一九七二年）


































一、しゆじやうしのじゆにいはく、汝にしゆじやうしあらば、われなんぢにしゆじやうしをあたゑん。汝にしゆじやうしなくんば、我がし じやうしをうばはん。むもんのいはく、たすかつてはだんけ の水をすぎ、ともなつてはむげつのそ にかへる。もしよんで、しゆじやうしとなさば、ぢごくにいる事矢のごとし。じゆにいはく、しよほうの んとぜんと、すべて あくのうちにあり。てんにさゝへちにさそふ、所に たがつてしうふうをふるう。
　
これは、先にこの狂言がその体現化であるとして示した『無門関』第四四則「芭蕉拄杖」の冒頭「芭蕉和尚示衆云」を「拄杖子のじゆにいはく」と変えたものである。虎明は狂言や間狂言台本の筆録にあたって一部典拠考証を行っており、筆写にあたって れが本文に混入したものと判断されるが、狂言「拄杖」が『無門関』第四四則「芭蕉拄杖」の狂言である とを 少なくとも虎明は本文と共に伝えようとした一証となろう。
